
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

数学Ⅰ

数学Ⅰの出題範囲（数と式，集合と命題，2次関数，図形と計量，
データ分析）の中から特定の分野に偏ることなくバランスよく出
題し、 以下のような項目について評価できるような問題を出題し
た。
・基本的な事柄・公式が理解できているか。
・基本的な計算力が身についているか。
・数学的・論理的な思考ができるか。
・問題文を読んで、それを定式化・図式化し、適切な公式を選
定・組み合わせて解答を導出することができるか。

Ⅲ期

①大学（薬･香薬以外）
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数学Ⅰ
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数学Ⅰ	 Ⅲ期

Ⅰ

1　

2　xyz ­ xy ­ xz ­ yz + x + y + z ­ 1 = xy( z ­ 1)­(x + y) z +(x + y)+( z ­ 1)
=(xy + 1)( z ­ 1)­(x + y)( z ­ 1)
=( z ­ 1)(xy + 1 ­ x ­ y)
=( z ­ 1){x(y ­ 1)­(y ­ 1)}
=(x ­ 1)(y ­ 1)( z ­ 1)

3 　

と 0°≦θ≦180°よりθ= 30°

4 　6x + 2 < 2x + 6 より 4x < 4 となるので x < 1 が得られる。
また 2x + 6 ≦ 3x + 6 より 0≦ x が得られる。
これらをともに満たす範囲は

0≦ x < 1

となる。

Ⅱ
1　15 時の気温は 35℃だったことから，xに15，yに 35 を代入する。
35 = a(15 ­ 13)2 + 36
35 = 4a + 36

2 　35.5 ≦ ­0.25(x ­ 13)2 + 36
(x ­ 13)2 ≦ 2

とすると，11.6 ≦ x≦ 14.4 であり，
0.6 時間は 0.6 × 60 = 36分，0.4 時間は 0.4 × 60 = 24分
よって，気温が 35.5℃以上になる時間帯は 11 時 36 分から 14 時 24 分まで。

3　7時の気温は y = ­0.25(7 ­ 13)2 + 36 = 27℃
13 時の気温は 36℃，

17 時の気温は y = ­0.25(17 ­ 13)2 + 36 = 32℃ より， ... ≈ 31.7℃

Ⅲ
1　xの平均値：75.0，yの平均値：69.0，したがって，6

2 　xの分散 = ，yの分散 = ，したがって，xより yのばらつきが大きい。

√3
2

－1
30°0

－1

1

1
x＝

y

x

0 1

x



2徳島文理大学　2026　Ⅲ　理・人・保・総・文　数

3　

4　散布図から解は自明であるが，xと yの相関係数を求めるとおよそ ­0.848 である。
答えは「­0.85」

5 　散布図から解を導けるが，68 に置き換えて相関係数を求めるとおよそ ­0.97 になる。
答えは「大きくなる」
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